
物  質  名 2-アミノエタノール ＤＢ－5 

別  名 

エタノールアミン  
2-ヒドロキシエチルアミン  
アミノエタノール  
エチロールアミン  
コーラミン  
ベータ-アミノエチルアルコール 
モノエタノールアミン 

CAS 番号 141-43-5 
PRTR 番号 第 1 種 16 
化審法番号 2-301 

構 造 式 
 
 

 

分子式 C2H7NO 分子量 61.10 
沸点 170.8℃ 1) 融点 10.3℃ 1) 
蒸気圧 0.26 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 2.50 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －1.31（測定値）3) 水溶性 自由混和 1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 700 mg/kg 4)  
 マウス 吸入 LC > 2,420 mg/m3（2hr）4)  
 ラット 経口 LD50 1,720 mg/kg 4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、10、100、1,000 mg/kg/day を 32 日間混餌投与した結果、10、100 mg/kg/day 群で

肝臓相対重量の増加がみられたが、10 mg/kg/day 以上の群で投与に関連した組織の変化はな

く、1,000 mg/kg/day 群で血液成分の変化はみられなかったとの報告 5) があるが、臨床所見や

尿検査結果等は報告されていない。 
・ラットに 160、320、640、1,280、2,670 mg/kg/day（対照群の有無は不明）を 90 日間混餌投与

した結果、640 mg/kg/day 以上の群で肝臓及び腎臓重量の増加、1,280 mg/kg/day 以上の群で生

存率低下、肝臓、腎臓、脾臓及び睾丸組織の変性（詳細不明）がみられた 6) 。 
・ラットに 12 mg/m3 を連続 40 日間、29 mg/m3 を連続 90 日間、162 mg/m3 を連続 30 日間、いず

れも 24 時間/日で吸入させた結果、12 mg/m3 群で被毛の変色及び脱毛、活発さの軽い低下、

29 mg/m3 群で嗜眠、体重増加の抑制、皮膚の落屑、肥厚及び脱毛、162 mg/m3 で 83％の死亡、

嗜眠、大腸の膨張、肝細胞の脂肪変性及び腫脹、尿細管上皮の腫脹、肺の軽微な炎症、肢と

鼻部でかさぶた及び筋肉層に達する壊死がみられたことから、著者は 12 mg/m3 を閾値

（response threshold）としている 7) 。この結果から、NOAEL は 12 mg/m3 であった。 
・イヌに 0、29、64 mg/m3 を連続 90 日間（24 時間/日）吸入させた結果、29 mg/m3 群で軽度の

嗜眠、皮膚の落屑及び肥厚、64 mg/m3 群で嗜眠、振戦、腹部及び陰嚢の皮膚の炎症及びその

部位の潰瘍化や角質化がみられた。また、250 mg/m3 を連続 30 日間（24 時間/日）吸入させた

結果、感情鈍麻、食欲不振、下痢、嘔吐、呼吸困難、体温の上昇、振戦が現れ、眼、鼻、胸、

陰嚢、足裏、耳の縁辺で潰瘍がみられ、耳に浮腫や血腫ができて壊死し、膵臓の縮小、肺の

出血巣、小腸壁のひ薄化もみられ、暴露後 25 日目までに約 30％が死亡した 7) 。 
 



生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、40、120、450 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与し、一部を

妊娠 20 日目に開腹して胎仔を取り出し、残りは分娩させた試験で、母ラットでは 450 
mg/kg/day 群で体重増加の有意な抑制がみられたが、仔では胚、胎仔、出生仔への影響はみら

れなかった。この結果から、仔の NOEL は 450 mg/kg/day であった 8) 。 
・ラットに 0、50、300、500 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した結果、

母ラットでは 500 mg/kg/day 群で投与 1 時間後に過活動、興奮がみられ、その後、嗜眠がみら

れた。胎仔では 50 mg/kg/day 以上の群で用量に依存した成長阻害、肋骨融合、骨化遅延等の

発生率が増加し、500 mg/kg/day 群で吸収胚及び胎仔の死亡率の有意な増加を認め、水腎症や

水尿管症もみられた 9,10) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短期間の暴露で気道、眼、皮膚を刺激し、皮膚や眼に対する腐食性を示し、中枢神経系へ影

響を与えることがあり、意識が低下する可能性がある。急性症状として、咳、頭痛、息切れ、

咽頭痛、皮膚や眼の発赤、痛み及び熱傷、経口摂取では腹痛、灼熱感、ショックまたは虚脱

が現れる。また、長期または反復暴露によって皮膚が感作される可能性がある 11) 。 
・換気の悪い部屋で本物質の充填作業を行い高濃度（詳細不明）の暴露を受けた労働者で、急

性の肝臓障害が起こり、引き続いて慢性肝炎を発症した 12) 。 
・米国の小規模な工場で 2 ヶ月間に 2 回の事故が発生し、本物質の暴露を受けた労働者で頭痛、

吐き気、身体的な極度疲労、嗜眠状態、上腕のしびれ、胸の痛みがみられたが、これらの症

状のなかには過換気症候群も含まれていると推定されており、2 回目の事故の 2 ヶ月後には 2
人で喉の痛みや頭痛が続いている他は全員が治癒した 13) 。 

・金属腐食抑制剤として本物質を使用し、気中濃度 1 mg/m3 以上を吸入したロシアの労働者で、

上気道の炎症、慢性気管支炎及び慢性肝炎がみられ、労働者の 6～12％で皮膚炎やアレルギ

ー皮膚炎が現れたとの報告 14) があるが、抄録のみの記載であり詳細は不明である。 
・本物質を含む整髪料を使用した 14 人（職業または個人使用）で喘息が発生し、このうち 2 人

で鼻炎、1 人で結膜炎もみられた。気中濃度 0.00001％～10％の吸入テストで 14 人全てに陽

性反応がみられ、13 人に実施した内皮テスト（1％溶液）でも全員に陽性反応がみられた 15) 。

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 16)  TLV-TWA 3 ppm（8 mg/m3） 
TLV-STEL 6 ppm（15 mg/m3） 

 

 日本産業衛生学会 17) 3 ppm（7.5 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 12 mg/m3 を（嗜眠、

体重増加の抑制など）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 1.2 mg/m3 を暫定無毒性

量等に設定する。 
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